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埼
玉
工
大
研
究
紀
要

郡
司
火
技
叙

海
内
言
兵
者
、
亡
慮
數
十
家
。
要
し
之
不
レ
出
三
於
甲
越
二
氏
所
。

（

１

）

（

２

）

爲
法
や
官
皆
小
有
し
所
二
縁
飾
《
易
二
其
名
一
以
求
レ
筈
者
巳
。
何

（

句

。

）

足
し
道
哉
。
夫
兵
之
毒
、
莫
二
火
若
↓
而
火
之
技
、
有
二
異
端
一

一
、
今
回
は
次
の
三
鮎
を
取
上
げ
た
。

郡
司
火
技
序
巻
九
之
五
／
享
保
九
年
．
一
七
二
四

復
軒
板
君
六
十
序
巻
九
之
十
一
／
同
前

贈
菅
一
童
子
序
巻
十
一
之
一
／
同
前

な
お
、
迭
守
緯
適
大
垣
序
（
巻
十
一
之
四
享
保
九
年
）
に

凡

例
祖
侠
集
・
序
類
訳
注
槁
（
六
）

焉
。
二
氏
所
。
爲
陳
《
前
二
火
與
戸
弧
、
而
後
二
其
戈
矛
《
衷
以
一
一

旗
旗
基
伊
馬
而
徒
。
彼
我
皆
然
。
海
内
至
二
子
今
一
宗
し
之
、
未
し

有
下
外
二
乎
此
一
以
爲
レ
陳
者
上
也
。
然
當
二
二
氏
之
世
《
塵
塵
乎

つ
い
て
は
、
日
本
思
想
大
系
調
「
荻
生
祖
侠
」
（
岩
波
書
店
）

に
西
田
太
一
郎
氏
の
訓
讃
及
び
校
注
が
收
め
ら
れ
て
い
る
の

で
、
今
回
は
割
愛
し
た
。

岡

本

光

生

澤

井

啓

一
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（

４

）

有
二
烏
銃
一
耳
。
烏
銃
百
歩
而
止
、
火
之
毒
未
し
弘
。
故
其
爲
レ
陳

若
し
是
其
整
突
哉
。
至
二
子
豐
王
時
《
則
有
二
發
レ
煩
諸
大
畷
馬

出
一
焉
。
其
遠
可
〆
及
二
十
里
一
火
力
所
し
至
、
段
使
二
氏
復
出
、

豈
能
爲
二
其
陳
於
前
一
邪
。
然
其
物
重
、
不
し
可
二
以
移
↓
其
毒

暴
、
不
し
可
二
以
近
記
人
之
力
、
莫
二
之
能
執
一
發
朝
後
部
、
莫
二

之
能
制
↓
人
物
爲
レ
誼
。
是
不
〃
可
三
以
置
一
子
陳
↓
故
世
之
爲
レ

（

５

）

陳
、
至
二
子
今
一
猶
し
故
耳
。
數
十
年
來
、
人
迺
梢
梢
燗
二
之
熟
毛

或
至
レ
有
下
一
人
之
力
能
發
二
百
雨
一
者
上
。
然
亦
千
百
人
一
人
実
。

豈
足
二
以
爲
該
陳
哉
。
予
嘗
請
二
戚
元
敬
聿
員
則
佛
狼
機
虎
駿
諸

（

６

）

（

７

）

（

８

）

（

９

）

畷
、
車
而
列
咳
之
、
進
退
利
便
、
環
則
象
し
城
、
偉
忽
鍾
化
、
歩

（
叩
）
（
ｕ
）

騎
翼
し
之
。
毒
是
以
祁
。
以
レ
此
爲
レ
陳
、
而
後
二
氏
之
法
可
レ
發

（

皿

）

美
。
祇
山
東
人
鮮
レ
有
二
能
識
レ
焉
者
｛
及
下
因
二
縣
孝
儒
一
以
見
中

（

週

）

（

皿

）

長
人
郡
司
君
者
必
迺
始
得
三
與
聞
二
其
説
如
於
修
是
乎
撫
レ
掌
大
言
、

（

鴫

）

（

鴫

）

天
下
亡
し
敵
也
。
蓋
佛
狼
機
諸
職
、
其
邦
固
有
し
之
。
君
復
以
二

其
一
意
一
造
畷
淋
ゴ
初
備
人
有
二
旋
風
妙
用
諸
淋
《
皆
能
畜
弗
レ
部
。

ハ

〆

然
過
二
十
雨
一
則
敗
。
君
之
肺
雌
二
百
両
一
弗
二
復
敗
圭
肪
凡
三
會
、

（

Ⅳ

）

（

肥

）

下
設
レ
機
轌
し
之
。
其
翰
如
レ
毛
、
左
右
前
後
、
唯
意
所
し
郷
。
蓋

（

岨

）

職
之
爲
レ
カ
、
有
し
畜
訓
激
、
激
斯
部
。
故
人
莫
二
如
之
Ｐ
何
已
。

〔

語

注

〕

（
１
）
字
彙
・
序
八
字
學
爲
書
以
傳
者
無
慮
數
十
家
、
要
不
越
形

聲
之
相
盆
而
已
Ｖ
、
漢
書
・
趙
充
國
傳
八
亡
慮
萬
二
千
人
Ｖ
。

（
２
）
史
記
・
卒
津
侯
列
傳
八
習
文
法
吏
事
、
而
又
縁
飾
以
儒

術
Ｖ
。
（
３
）
論
語
・
爲
政
八
攻
乎
異
端
、
斯
害
也
已
美
Ｖ
。

君
迺
以
レ
弗
レ
畜
畜
し
之
、
而
後
畜
斯
弗
し
部
、
洵
天
下
之
至
巧
也
。

君
叉
日
、
火
之
毒
在
し
硝
。
硝
之
巧
在
レ
數
。
丸
有
二
輕
重
《
笛

有
二
短
長
↓
剤
二
二
者
一
而
制
二
之
度
↓
短
究
二
子
三
寸
九
分
↓
遠

究
一
一
子
十
里
。
肥
入
所
し
傳
、
其
數
在
三
三
極
與
二
大
術
一
焉
。
是

謂
二
桁
極
↓
復
施
二
諸
火
箭
↓
彼
圓
此
免
。
是
以
其
取
レ
數
不
レ
齊
、

而
會
二
子
二
我
所
レ
初
也
。
朝
鮮
諸
術
、
先
世
所
し
傳
也
。
併

録
以
這
二
後
人
圭
子
壹
救
。
夫
人
之
爲
レ
技
、
皆
以
見
二
其
勇
一
也
。

君
迺
制
二
其
器
勢
定
二
其
數
《
用
二
之
陳
↓
而
使
二
人
各
爲
Ｐ
勇
。

君
之
爲
レ
技
、
可
レ
謂
〆
進
二
於
技
一
也
已
。
予
既
已
溌
二
二
氏
之
法
↓

（

鋤

）

而
有
下
取
二
於
君
之
技
一
者
上
以
し
之
。
君
名
信
之
。
其
先
世
有
下

爲
二
郡
司
一
者
埜
故
以
二
郡
司
一
氏
、
見
レ
爲
二
長
馬
監
一
云
。
享
保
九

年
甲
辰
春
正
月
。
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（
４
）
孟
子
・
梁
惠
王
上
八
或
百
歩
而
後
止
Ｖ
。
（
５
）
漢
書
・
章

玄
成
傳
八
皇
考
廟
、
親
末
憲
、
如
故
Ｖ
ｏ
（
６
）
左
傳
・
成
公
二

年
八
師
之
耳
目
、
在
吾
旗
鼓
。
進
退
從
之
Ｖ
、
易
・
繋
辮
上

八
饗
化
者
、
進
退
之
象
也
Ｖ
。
（
７
）
孟
子
・
公
孫
丑
下
八
環
而

攻
之
而
不
勝
Ｖ
ｏ
（
８
）
楚
鮮
・
招
魂
八
往
來
億
忽
Ｖ
。
（
９
）

易
・
繋
僻
上
八
饗
化
者
、
進
退
之
象
也
Ｖ
。
（
ｍ
）
楚
辮
・
招
魂

八
歩
騎
羅
些
Ｖ
・
（
、
）
詩
・
行
葦
八
以
引
以
翼
Ｖ
。
（
皿
）
史

記
・
卒
津
侯
列
傳
八
山
東
鄙
人
、
不
知
其
便
若
是
Ｖ
。
（
昭
）
世

説
新
語
・
排
調
八
張
之
撫
掌
大
笑
Ｖ
。
（
必
）
莊
子
・
齊
物
論

八
大
言
炎
炎
、
小
言
唐
唐
Ｖ
。
（
巧
）
孟
子
・
壼
心
下
八
國
君
好

仁
、
天
下
無
敵
焉
Ｖ
。
（
妬
）
孟
子
・
告
子
上
八
我
固
有
之
Ｖ
。

（
Ⅳ
）
詩
・
蒸
民
八
人
亦
有
言
、
徳
輯
如
毛
Ｖ
。
（
肥
）
列
子
・
湯

問
八
千
鍵
萬
化
、
惟
一
意
所
適
Ｖ
。
（
岨
）
論
語
・
子
牢
八
吾
末
知

之
何
也
已
芙
Ｖ
。
（
別
）
莊
子
・
養
生
主
八
臣
之
所
好
者
道
也
。

進
乎
技
英
Ｖ
。

（

１

）

郡
司
火
技
叙

今
、
天
下
に
軍
事
を
論
ず
る
者
、
お
お
よ
そ
数
十
家
い
る

が
、
要
約
す
れ
ば
、
武
田
信
玄
、
上
杉
謙
信
の
二
氏
の
方
法
を

越
え
て
お
ら
ず
、
少
し
く
飾
り
た
て
て
、
名
を
易
え
、
世
に
売

（

２

）

り
込
も
う
と
す
る
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
な
ん
ら
論
ず
る
に
足
り

な
い
の
だ
。

そ
も
そ
も
、
武
器
の
威
力
は
火
器
に
及
ぶ
も
の
は
な
く
、
そ

し
て
火
器
を
取
り
扱
う
技
術
に
は
多
く
に
流
派
が
あ
る
。
武

田
、
上
杉
の
二
氏
の
陣
構
え
は
、
火
器
と
弓
矢
と
を
持
つ
兵
士

を
前
列
に
配
置
し
、
戈
矛
を
持
つ
兵
士
を
後
列
に
置
き
、
中
に

徒
士
が
旗
指
物
を
立
て
、
馬
を
並
べ
て
徒
歩
で
進
む
、
と
い
う

の
で
あ
る
が
、
〔
火
器
を
取
り
扱
う
技
術
に
は
多
く
の
流
派
が

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
〕
だ
れ
も
か
れ
も
み
な
そ
う
し
て
い
た

の
だ
。
天
下
は
、
今
に
至
る
ま
で
そ
う
し
た
や
り
方
を
尊
ん
で

受
け
継
ぎ
、
こ
れ
以
外
の
方
法
で
陣
構
え
を
す
る
も
の
は
い
ま

だ
い
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
二
氏
の
時
代
は
わ
ず
か
に
烏

銃
し
か
な
か
っ
た
の
だ
。
烏
銃
は
百
歩
（
約
一
五
○
メ
ー
ト
ル
）

ほ
ど
の
射
程
距
離
し
か
な
く
、
火
の
威
力
は
そ
れ
ほ
ど
ひ
ど
く



“
は
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
、
そ
の
陣
櫛
え
は
こ
の
よ
う
に
な
っ
て

い
た
の
だ
。

豐
王
（
豊
臣
）
の
時
代
に
至
る
と
、
砲
弾
を
発
射
す
る
諸
々

の
大
砲
が
つ
ぎ
つ
ぎ
に
出
現
し
た
。
砲
弾
の
十
里
（
約
五
五
○

○
メ
ー
ト
ル
）
の
遠
く
に
ま
で
到
達
し
得
る
の
は
、
火
薬
の
力

に
よ
る
の
で
あ
っ
て
、
も
し
か
り
に
武
田
、
上
杉
の
二
氏
が
ふ

た
た
び
現
れ
た
と
し
て
も
、
大
砲
を
陣
の
前
列
に
配
置
す
る
こ

と
は
し
な
い
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
火
器
は
き

わ
め
て
重
く
、
移
動
が
不
可
能
で
あ
り
、
そ
の
威
力
も
あ
ま
り

に
甚
だ
し
す
ぎ
、
近
づ
く
こ
と
も
で
き
な
い
。
人
間
の
力
で

は
、
こ
れ
を
制
御
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
砲
弾
を
発
射
す
る

と
、
す
ぐ
さ
ま
反
動
で
後
退
す
る
の
だ
が
、
こ
れ
を
制
御
す
る

こ
と
が
で
き
ず
、
人
も
物
も
承
な
こ
な
ど
な
に
な
っ
て
し
ま

う
。
だ
か
ら
、
陣
中
に
配
置
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ゆ
え
に

世
に
行
わ
れ
て
い
る
陣
構
え
は
今
に
至
る
ま
で
、
も
と
の
ま
ま

な
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
数
十
年
来
、
人
々
は
、
よ
う
や
く
し
だ

い
に
こ
れ
を
扱
う
こ
と
に
熟
達
し
て
き
て
、
な
か
に
は
一
人
で

百
両
の
重
さ
（
約
三
七
○
○
グ
ラ
ム
）
の
砲
弾
を
発
射
す
る
こ

と
の
で
き
る
も
の
さ
え
あ
ら
わ
れ
る
に
至
っ
た
。
し
か
し
、
そ

れ
も
ま
た
千
人
百
人
中
に
一
人
、
と
い
う
の
で
あ
っ
て
、
陣
中

に
配
置
す
る
こ
と
な
ど
、
と
て
も
で
き
は
し
な
い
の
だ
。

（

３

）

私
は
、
か
つ
て
戚
元
敬
の
書
を
読
ん
だ
こ
と
が
あ
る
が
、
そ

れ
に
よ
れ
ば
「
仏
狼
機
」
「
虎
駿
」
な
ど
の
大
砲
は
、
車
台
に

載
せ
て
配
置
し
、
進
退
の
便
を
は
か
り
、
円
形
に
並
べ
れ
ば
城

砦
と
な
り
、
た
ち
ま
ち
の
う
ち
に
陣
形
を
変
化
さ
せ
、
歩
兵
、

騎
兵
が
こ
れ
を
補
翼
す
る
、
と
あ
る
。
大
砲
の
威
力
は
か
く
て

神
業
と
な
っ
た
の
だ
。
「
仏
狼
機
」
「
虎
駿
」
な
ど
で
陣
構
え
を

な
し
て
、
は
じ
め
て
二
氏
の
方
法
を
廃
す
る
こ
と
が
で
き
た
の

だ
。
た
だ
山
東
の
鄙
人
（
江
戸
の
人
）
の
間
に
お
い
て
は
、
こ

う
し
た
こ
と
が
ら
を
知
る
も
の
が
少
な
い
。
私
は
、
県
孝
濡

（
山
県
周
南
）
の
紹
介
で
長
州
の
人
、
郡
司
君
な
る
も
の
に
出

会
う
に
及
ん
で
、
よ
う
や
く
は
じ
め
て
そ
の
詳
し
い
説
明
を
聞

く
こ
と
が
で
き
た
。
か
く
て
手
を
打
ち
、
「
天
下
に
敵
な
し
」

と
大
言
し
た
。
「
仏
狼
機
」
な
ど
の
大
砲
は
、
も
と
よ
り
長
州

に
あ
っ
た
の
だ
が
、
君
は
ぷ
ず
か
ら
の
着
想
に
よ
っ
て
砲
床
を

製
造
し
た
。
初
め
、
「
旋
風
」
と
か
「
妙
用
」
と
か
い
っ
た
砲
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に
対
し
て
備
人
の
手
に
な
る
砲
床
が
あ
り
、
ゑ
な
反
動
の
力
を

た
く
桑
に
蓄
え
、
後
退
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
砲

弾
の
重
さ
が
十
両
（
約
三
七
○
グ
ラ
ム
）
を
越
え
る
と
壊
れ
て

し
ま
う
。
君
の
砲
床
は
百
両
の
重
さ
で
も
壊
れ
な
い
の
だ
。
砲

床
は
、
三
層
に
分
れ
て
い
て
、
い
ち
ば
ん
下
の
層
に
機
構
を
設

け
、
転
が
し
て
移
動
で
き
る
よ
う
に
し
て
あ
る
。
そ
の
動
き
の

軽
さ
は
毛
の
ご
と
く
で
あ
っ
て
、
左
右
前
後
、
思
う
ま
ま
で
あ

る
。
お
そ
ら
く
大
砲
の
力
と
い
う
も
の
は
、
蓄
え
ら
れ
て
も
す

ぐ
さ
ま
激
発
し
、
激
発
す
れ
ば
反
動
で
後
退
す
る
。
ゆ
え
に
人

間
は
こ
れ
を
如
何
と
も
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
だ
。
し
か
る

に
君
は
、
力
を
う
ま
く
逃
が
す
工
夫
を
し
て
、
反
動
が
な
い
よ

う
に
す
る
、
な
ん
と
巧
染
な
工
夫
で
あ
る
こ
と
ょ
、
ま
こ
と
に

天
下
の
至
功
で
あ
る
。

君
は
ま
た
言
っ
た
。
「
火
器
の
威
力
は
、
火
薬
に
よ
っ
て
決

ま
る
。
火
薬
の
巧
朶
な
用
い
方
に
は
一
定
の
決
ま
り
が
あ
る
。

砲
弾
に
は
軽
重
が
あ
り
、
砲
身
に
は
長
短
が
あ
る
。
こ
の
二
要

素
を
は
か
っ
て
火
薬
の
用
い
方
を
決
め
れ
ば
、
三
寸
九
分
の
至

近
距
離
か
ら
十
里
の
遠
距
離
ま
で
を
射
程
に
お
さ
め
る
。
肥
人

の
伝
え
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
そ
の
用
い
方
の
決
ま
り
は
、
天

地
人
「
三
極
」
の
あ
り
方
と
「
大
桁
」
の
数
と
の
関
係
か
ら
導

き
出
さ
れ
、
こ
う
し
た
導
き
出
し
方
を
「
桁
極
」
と
言
う
の
で

あ
る
。
ま
た
火
薬
を
火
箭
に
装
備
す
る
こ
と
も
あ
る
。
前
の
砲

弾
は
球
形
で
あ
る
が
、
こ
ち
ら
は
先
が
尖
っ
て
い
る
。
だ
か
ら

火
薬
の
用
い
方
は
異
な
る
け
れ
ど
も
、
「
三
極
」
と
「
大
桁
」

に
か
か
わ
る
、
と
い
う
点
で
は
同
じ
と
こ
ろ
に
帰
着
す
る
。
火

箭
の
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
は
私
の
独
創
で
あ
る
。
朝
鮮
の
諸
術

は
、
祖
先
か
ら
伝
え
ら
れ
て
き
た
も
の
で
あ
っ
て
、
併
せ
て
記

録
し
、
後
の
人
盈
に
造
す
こ
と
と
し
た
。
ど
う
か
、
叙
を
書
い

て
ほ
し
い
。
」

そ
も
そ
も
、
人
の
技
と
い
う
も
の
は
、
み
な
そ
の
勇
気
を
示

す
も
の
で
あ
る
。
君
は
、
武
器
を
制
作
し
、
火
薬
の
量
を
定

め
、
実
際
に
陣
中
で
使
用
で
き
る
よ
う
に
し
て
、
人
々
が
そ
れ

ぞ
れ
に
勇
気
を
発
揮
で
き
る
よ
う
に
さ
せ
し
め
た
。
君
の
技
た

る
や
、
た
ん
な
る
技
以
上
の
も
の
だ
と
言
う
べ
き
だ
。
私
が
、

二
氏
〔
の
陣
構
え
〕
の
方
法
を
廃
し
て
し
ま
い
、
君
の
技
を
取

り
入
れ
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
理
由
に
よ
る
の
で
あ
る
。
君
、
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名
は
信
之
。
そ
の
先
祖
に
郡
司
と
な
っ
た
も
の
が
あ
る
の
で
、

「
郡
司
」
を
も
っ
て
氏
と
し
た
の
で
あ
り
、
長
州
の
馬
監
と
な

っ
た
と
い
う
。
亨
保
九
年
甲
辰
春
正
月
。

復
軒
板
君
六
十
序

（

１

）

（

２

）

不
俵
茂
卿
、
十
四
五
時
、
從
二
先
君
子
↓
東
勝
子
房
總
。
總
之

（

３

）

（

４

）

南
、
蓋
有
二
帆
丘
之
山
一
云
。
廼
板
倉
氏
之
虚
也
。
荒
溌
百
年
、

（

５

）

（

６

）

（

７

）

城
復
二
子
陸
↓
然
其
顛
猶
有
二
塁
壁
臺
池
之
這
弍
隠
隠
可
レ
賭
已
。

（

８

）

左
椌
二
高
原
「
右
帯
熱
祷
水
↓
東
饗
以
踞
、
属
二
郷
二
十
有
四
《

〔

訳

注

〕

（
１
）
祖
侠
が
軍
事
に
関
し
強
い
関
心
を
持
っ
て
い
た
こ
と
に

つ
い
て
は
「
鈴
録
」
な
ど
の
著
作
の
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
明

ら
か
で
あ
る
が
、
そ
の
基
礎
に
幼
児
期
の
彼
の
体
験
、
祖
父

母
の
薫
育
が
あ
っ
た
ら
し
い
こ
と
が
、
「
鈴
録
序
」
の
記
述

に
よ
っ
て
推
測
さ
れ
る
（
平
石
直
昭
「
荻
生
祖
株
年
譜
考
」

寛
文
十
年
、
祖
侠
五
歳
の
項
を
参
照
）
。
な
お
、
こ
の
叙
は

本
文
に
も
あ
る
よ
う
に
享
保
九
（
一
七
二
四
）
年
の
作
。

（

９

）

（

ぬ

）

．

（

、

）

可
二
傭
窺
一
焉
。
外
之
九
十
九
里
之
沙
、
大
海
御
し
之
、
遙
碧
雪

（

蛇

）

（

皿

）

（

皿

）

（

鴫

）

雪
然
。
風
雨
或
晦
、
稻
天
之
濤
、
若
下
蹴
二
林
抄
一
以
來
者
上
焉
。

（

照

）

（

Ⅳ

）

（

喝

）

時
時
捗
二
其
顛
↓
以
眺
下
日
月
之
所
二
謡
出
《
雲
物
之
所
中
傾
忽
鍵

（

岨

）

（

別

）

（

皿

）

（

配

）

眩
い
風
洞
楓
然
以
來
。
其
下
妨
佛
乎
若
下
有
二
蓬
莱
霊
仙
之
宅
《

（
２
）
江
戸
時
代
に
は
戦
国
時
代
の
名
将
、
武
田
信
玄
、
上
杉

謙
信
な
ど
の
実
戦
歴
が
回
顧
さ
れ
、
た
と
え
ば
、
小
幡
景
憲

の
甲
州
流
、
沢
崎
景
実
の
越
後
流
、
北
条
氏
長
の
北
条
流
な

ど
の
近
世
兵
法
学
の
諸
流
派
が
誕
生
し
た
。
そ
れ
ら
が
、
い

ず
れ
も
信
玄
、
謙
信
の
戦
術
を
基
礎
に
展
開
さ
れ
て
い
る
の

で
、
祖
侠
は
本
文
の
よ
う
に
述
べ
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
３
）
戚
継
光
は
明
の
嘉
靖
年
間
の
人
。
福
建
総
督
に
陞
り
、

し
ば
し
ば
劇
賊
を
平
ら
げ
た
。
の
ち
、
都
督
同
知
か
ら
太
子

保
に
累
官
す
。
読
書
を
好
み
、
経
史
の
大
義
に
通
じ
た
、
と

い
う
。
著
書
に
「
紀
効
新
書
」
「
練
兵
実
記
」
な
ど
が
あ
る
。

こ
こ
で
祖
株
の
読
ん
だ
と
い
う
害
は
「
紀
効
新
書
」
で
あ
る

シ
ハ
ノ
○

（

岡

本

）
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（

鴎

）

（

狐

）

榊
之
與
往
必
翼
レ
之
不
レ
可
レ
得
也
、
梱
棡
然
以
下
。
下
則
或
與
二

（

弱

）

（

妬

）

（

”

）

郷
父
老
一
相
語
、
頗
有
下
能
道
二
勝
國
時
事
一
者
必
偉
二
其
戦
績
↓

（

羽

）

（

羽

）

（

鋤

）

歴
歴
指
言
し
之
、
若
し
在
し
目
也
。
恨
然
以
想
、
然
當
二
其
時
《
寧

（

釦

）

何
能
識
下
其
畜
孫
爲
二
誰
某
《
今
在
中
何
虚
上
邪
。
曹
二
乎
十
許
年

（

記

）

前
《
與
二
武
文
安
一
相
識
、
而
得
レ
見
二
其
嶽
尊
復
軒
君
者
↓
廼
友

庵
先
生
之
外
孫
也
。
友
庵
先
生
者
、
則
吾
姑
丈
李
庵
先
生
之
叔

（

認

）

父
也
。
語
次
所
し
及
、
爲
之
椀
然
。
今
年
春
、
復
軒
君
臓
然
辱
レ

（

鈍

）

（

調

）

（

妬

）

臨
、
尋
二
其
蕾
盟
↓
又
樵
二
其
仲
子
美
仲
《
爲
下
行
二
束
脩
一
以
見
上
膨

（

師

）

（

銘

）

（

調

）

之
、
美
仲
年
甫
十
六
、
聰
慧
善
二
詩
文
《
才
思
日
上
、
汗
血
駒

（

鉛

）

也
。
亦
惟
復
軒
君
、
好
讃
し
書
、
六
十
年
如
二
一
日
《
窯
蒸
之

（

皿

）

（

蛇

）

（

総

）

化
、
有
二
以
被
Ｐ
之
。
講
業
之
餘
、
時
間
三
美
仲
之
敲
二
其
先
世
一

（

“

）

也
、
廼
始
識
二
帆
丘
之
後
、
是
其
人
一
笑
、
則
爲
し
之
洸
然
。
居

（

妬

）

（

妬

）

亡
し
何
、
六
月
九
日
、
爲
二
復
軒
君
覧
撲
之
辰
一
也
。
美
仲
來
、

（

“

）

（

妃

）

而
謀
地
所
下
以
爲
二
之
壽
一
侑
牢
其
膓
上
者
寿
物
子
日
、
吾
豈
敢
也
。

（

⑬

）

（

鋤

）

吾
聞
し
之
、
昔
者
豐
王
之
東
征
也
、
偏
師
以
恂
二
房
總
弐
一
日
而

（

副

）

（

卵

）

下
二
數
十
城
↓
帆
丘
與
レ
焉
。
數
十
城
之
畜
、
散
爲
二
庶
人
圭
其

（

認

）

（

艶

）

（

弱

）

僅
得
下
以
仕
二
子
諸
侯
之
邦
《
而
列
中
君
子
林
上
者
、
可
二
懐
指
數
、

（

弱

）

（

師

）

猶
以
爲
レ
幸
哉
。
廼
尊
公
委
二
質
親
藩
一
値
二
風
雲
之
會
↓
爲
二
代

（

躯

）

（

弱

）

（

帥

）

（

紅

）

（

館

）

來
臣
毛
當
二
其
世
《
而
獲
三
奮
然
致
二
身
口
本
朝
之
上
二
一
一
増
し
秩

（

銘

）

爲
二
今
官
《
何
榮
也
。
在
し
公
之
暇
、
廼
好
讃
し
言
、
六
十
年
如
二

（

“

）

（

髄

）

一
日
一
弗
レ
倦
、
何
健
也
。
子
昆
季
三
人
、
或
武
或
文
、
威
奉
修

（

髄

）

（

師

）

（

開

）

教
幹
二
其
驫
《
何
樂
也
。
是
其
幅
昧
之
來
、
猿
渡
乎
未
レ
己
。
豈

容
二
予
一
一
一
豆
且
也
室
町
氏
以
際
二
勝
國
《
人
之
無
し
壽
者
久
美
。

（

的

）

値
二
天
地
之
不
Ｐ
好
し
徳
、
人
日
尋
二
干
戈
一
三
百
餘
年
。
君
之
先

城
二
帆
丘
一
者
、
豈
非
二
其
時
一
乎
。
子
二
其
時
一
雌
し
有
二
仁
人
・

君
子
《
不
し
能
下
躬
享
二
之
一
囎
而
必
胎
蝉
諸
後
世
垂
惟
我
口
祁
祀
、

（

、

）

（

江

）

（

犯

）

（

だ

）

降
二
徳
子
下
民
《
離
二
其
塗
炭
↓
列
朝
累
洽
、
仁
需
二
乎
無
外
《

（

別

）

而
天
地
不
レ
愛
し
幅
、
故
人
之
多
壽
、
宜
レ
莫
二
今
日
若
一
美
。
以
二

尊
公
一
而
値
二
今
之
時
《
雛
修
無
二
先
世
之
積
以
發
一
必
將
レ
裕
二
諸

其
躬
一
也
。
是
豈
容
二
予
言
至
難
レ
然
、
尊
公
承
二
帆
丘
之
後
↓
而

弗
レ
能
三
躬
目
二
其
勝
一
也
。
予
躬
目
二
其
勝
一
而
弗
レ
獲
二
其
人
一

（

だ

）

歴
二
數
十
年
一
而
弗
レ
能
し
忘
二
子
懐
や
今
獲
二
之
尊
公
一
者
、
是
宜

（

だ

）

若
し
不
し
無
二
予
一
一
頁
況
有
二
家
世
之
菅
一
也
、
況
子
之
命
レ
之
也
。

廼
作
二
詩
五
一
章
《
授
二
之
膓
一
者
。

（

”

）

帆
丘
毎
毎
、
以
傲
二
大
海
一
大
海
無
し
涯
、
幅
祗
何
已
、
君
子
以

耆
。
一
章
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〔

語

注

〕

（
１
）
禮
記
・
檀
弓
上
八
子
之
先
君
子
、
喪
出
母
乎
Ｖ
。
（
２
）
戦

國
・
秦
策
八
使
東
遊
韓
魏
、
入
其
將
相
、
北
遊
燕
趙
、
而
殺
李

牧
Ｖ
。
（
３
）
左
傳
・
昭
公
十
七
年
八
大
辰
之
虚
也
Ｖ
。
（
４
）
晴

書
・
李
崇
傳
八
城
本
荒
腰
、
不
可
守
禦
Ｖ
ｏ
（
５
）
易
・
泰
八
城

復
子
哩
Ｖ
。
（
６
）
史
記
・
白
起
傳
八
趙
軍
築
塁
壁
而
守
之
Ｖ
。

（
７
）
欧
陽
脩
・
王
彦
章
書
像
記
八
歳
久
磨
滅
、
陰
陰
可
見
Ｖ
。

（
８
）
漢
書
・
揚
雄
傳
八
窮
冥
極
遠
者
、
相
與
辺
摩
高
原
上
Ｖ
ｏ

（
９
）
文
中
子
・
王
道
八
烏
鵲
之
巣
、
可
傭
而
窺
也
Ｖ
・
（
皿
）
列

（

沼

）

（

約

）

維
海
出
し
風
、
其
來
自
レ
東
、
草
木
美
好
、
幅
祗
收
レ
造
、
君
子

其
老
。
二
一
章

（

帥

）

（

別

）

（

躯

）

（

鯛

）

維
海
出
し
雲
、
降
雨
芥
芥
、
百
穀
威
盲
、
幅
祗
浩
浩
、
君
子
其

毫
。
三
一
章

（

“

）

（

妬

）

（

船

）

（

師

）

維
海
之
谷
、
吐
レ
日
欲
し
月
、
經
レ
天
無
し
極
、
幅
除
無
し
鉄
、
君

子
其
臺
。
四
章（

鯛

）

（

的

）

（

卯

）

（

瓢

）

維
海
之
洲
、
列
仙
依
レ
瀞
、
詰
二
我
期
頤
《
壷
草
蔵
蔵
、
君
子
味
し

之
五
章

子
・
湯
問
八
沈
於
大
海
Ｖ
。
（
ｕ
）
劉
禺
錫
・
白
鷺
樵
詩
八
前
山

正
無
雲
、
飛
去
入
遙
碧
Ｖ
。
（
胆
）
張
籍
・
樵
客
吟
八
竹
措
蟹
雪

向
身
曲
Ｖ
。
（
⑬
）
詩
・
鄭
風
・
風
雨
八
風
雨
如
晦
Ｖ
・
（
皿
）

害
・
堯
典
八
浩
浩
稻
天
Ｖ
。
（
巧
）
柳
宗
玄
・
登
西
山
詩
八
榮
廻

出
林
抄
Ｖ
。
（
略
）
史
記
・
郵
食
其
傳
八
時
時
間
邑
中
豪
賢
Ｖ
。

（
Ⅳ
）
杜
甫
・
贈
鄭
諫
議
詩
八
思
瓢
雲
物
外
Ｖ
。
（
肥
）
楚
詳
・
招

魂
八
雄
脳
九
首
、
往
來
億
忽
Ｖ
、
張
衡
・
西
京
賦
八
奇
幻
億

忽
Ｖ
。
（
岨
）
左
傳
・
襄
公
二
九
年
八
爲
之
歌
魏
、
日
、
美
哉
、

楓
楓
乎
Ｖ
・
（
別
）
買
誼
・
旱
雲
賦
八
時
坊
佛
而
有
似
Ｖ
、
揚

雄
・
甘
泉
賦
八
猶
坊
佛
其
若
夢
Ｖ
。
（
皿
）
山
海
經
・
海
内
北
經

八
蓬
莱
山
、
在
海
中
Ｖ
、
孫
緯
・
天
臺
山
賦
八
渉
海
則
有
方
丈

蓬
莱
Ｖ
。
（
型
）
孫
練
・
天
臺
山
賦
八
霊
仙
之
所
窟
宅
也
Ｖ
。

（
認
）
世
説
新
語
・
言
語
八
謝
太
傳
日
、
當
爾
時
、
覺
形
榊
倶

往
Ｖ
。
（
型
）
莊
子
・
庚
桑
楚
八
汝
亡
人
哉
、
個
個
乎
Ｖ
。
（
弱
）

史
記
・
糯
唐
傳
八
父
老
何
目
爲
郎
Ｖ
。
（
妬
）
周
禮
・
地
官
・
媒

氏
八
蕪
之
子
勝
國
之
祗
Ｖ
。
（
”
）
周
禮
・
地
官
・
遂
師
八
移
用

其
民
、
以
救
其
時
事
Ｖ
、
筍
子
・
王
制
八
論
百
工
、
審
時
事
Ｖ
。

（
犯
）
古
詩
十
九
首
・
七
八
衆
星
向
歴
歴
Ｖ
、
晋
書
・
劉
宴
傳
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八
歴
歴
相
次
、
不
可
得
而
僻
也
Ｖ
。
（
調
）
陶
潜
・
與
從
弟
敬
遠

詩
八
傾
耳
無
希
聲
、
在
目
皓
已
潔
Ｖ
。
（
鋤
）
宋
玉
・
祁
女
賦
序

八
帳
然
失
志
Ｖ
、
傳
亮
・
感
物
賦
八
帳
然
有
懐
、
感
物
興
思
Ｖ
。

（
瓠
）
風
俗
通
・
六
國
八
趙
之
先
與
秦
同
組
、
其
喬
孫
日
造
父
Ｖ
・

（
犯
）
左
傳
・
襄
公
二
九
年
八
見
子
産
、
如
蕾
相
識
Ｖ
。
（
詔
）
史

記
・
鯨
市
傳
八
從
容
語
次
、
譽
赫
長
者
也
Ｖ
。
（
弘
）
晏
子
・

間
・
下
八
夫
傭
然
辱
臨
敞
邑
Ｖ
。
（
調
）
左
傳
・
哀
公
十
二
年

八
呉
子
使
大
宰
話
諸
尋
盟
Ｖ
、
害
言
故
事
・
評
論
類
八
尋
奮
約
、

日
尋
盟
Ｖ
・
（
調
）
論
語
・
述
而
八
自
束
脩
以
上
、
吾
未
嘗
無
誼

焉
Ｖ
。
（
師
）
漢
書
・
俵
幸
傳
八
善
騎
射
聴
慧
Ｖ
、
後
漢
書
・
孔

融
傳
八
融
年
十
二
、
聰
慧
Ｖ
。
（
犯
）
南
史
・
楮
裕
之
傳
八
仲
寶

少
孤
貧
、
篤
志
好
學
、
有
才
思
Ｖ
。
（
調
）
蘇
賦
・
次
孔
文
仲
見

贈
詩
八
君
如
汗
血
馬
、
作
駒
已
權
奇
Ｖ
。
（
伽
）
漢
書
・
張
一
艮
傳

八
少
時
家
貧
、
好
請
書
Ｖ
。
（
狐
）
後
漢
書
・
謝
弼
傅
八
願
陛
下

仰
慕
有
虞
蒸
蒸
之
化
Ｖ
・
（
蛇
）
史
記
・
太
史
公
目
序
八
講
業
齊

魯
之
都
Ｖ
、
播
尼
・
稗
貫
頌
八
講
業
既
絡
、
精
義
既
研
Ｖ
。

（
蛤
）
孔
子
家
語
・
五
儀
解
八
其
先
世
設
王
太
戊
Ｖ
、
陶
潜
・
桃

花
源
記
八
先
世
避
秦
時
胤
Ｖ
。
（
“
）
呉
船
録
・
九
月
丙
寅
條

八
晄
然
如
隔
世
焉
Ｖ
。
（
蝿
）
漢
書
・
濯
方
進
傳
八
居
亡
何
Ｖ
。

（
“
）
楚
僻
・
離
騒
八
皇
覧
撲
餘
子
初
度
号
Ｖ
。
（
卿
）
齊
東
野
語

八
執
板
奏
歌
侑
膓
Ｖ
・
（
妃
）
論
語
・
述
而
八
若
聖
與
仁
、
則
吾

豈
敢
Ｖ
。
（
鉛
）
詩
・
小
雅
・
漸
漸
之
石
八
武
人
東
征
Ｖ
、
孟

子
・
滕
文
公
下
八
東
征
綏
脈
士
女
Ｖ
。
（
即
）
左
傳
・
宣
公
十
二

年
八
舞
子
以
偏
師
陥
Ｖ
、
播
岳
・
關
中
詩
八
偏
師
作
援
Ｖ
・

（
副
）
漢
書
・
陳
餘
傳
八
夫
武
臣
張
耳
陳
餘
、
…
下
趙
數
十
城
Ｖ
。

（
砲
）
論
語
・
季
氏
八
天
下
有
道
、
則
庶
人
不
議
Ｖ
、
史
記
・
萬

石
傳
八
贈
免
爲
庶
人
Ｖ
・
（
記
）
易
・
比
八
親
諸
侯
Ｖ
、
書
・
禺

貢
八
三
百
里
諸
侯
Ｖ
。
（
製
）
司
馬
暹
・
報
任
少
卿
書
八
可
以
託

於
世
、
列
於
君
子
之
林
実
Ｖ
・
（
弱
）
筍
子
・
儒
效
八
雛
有
聖
人

之
知
、
未
能
瘻
指
也
Ｖ
。
（
髄
）
左
傳
・
僖
公
二
三
年
八
策
名
委

質
Ｖ
。
（
師
）
王
簗
・
雑
詩
八
遭
遇
風
雲
會
Ｖ
。
（
記
）
史
記
・
孝

文
帝
紀
八
上
從
代
來
初
即
位
、
：
．
乃
修
從
代
來
功
臣
Ｖ
。
（
弱
）

隊
陽
脩
・
王
彦
章
書
像
記
八
濁
公
奮
然
自
必
、
不
少
屈
僻
Ｖ
・

（
帥
）
論
語
・
學
而
八
事
君
能
致
其
身
Ｖ
。
（
価
）
孟
子
・
萬
一
章
下

八
立
乎
人
之
本
朝
Ｖ
。
（
腿
）
史
記
・
平
準
書
八
爲
郎
増
秩
Ｖ
。

（
能
）
詩
・
召
南
・
小
星
八
夙
夜
在
公
、
完
命
不
同
Ｖ
。
（
“
）
易
．
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繋
鮮
上
八
通
其
鍵
、
使
民
不
倦
Ｖ
。
（
師
）
徐
陵
・
爲
貞
陽
侯
與

王
僧
癖
言
八
孤
二
三
昆
季
Ｖ
、
唐
書
・
李
密
傳
八
今
不
昆
季
壼

行
以
爲
槐
Ｖ
。
（
髄
）
易
・
患
八
幹
父
之
霊
、
有
子
考
王
答
Ｖ
、

顔
氏
家
訓
・
治
家
八
不
可
使
幹
癌
Ｖ
。
（
師
）
詩
・
小
雅
・
謄
彼

洛
突
八
君
子
至
正
、
幅
祗
如
茨
Ｖ
、
同
前
・
鴛
鴦
八
君
子
萬
年
、

幅
除
宜
之
Ｖ
。
（
船
）
杜
甫
・
登
高
詩
八
不
壼
長
江
濃
浪
來
Ｖ
・

（
的
）
左
傳
・
昭
公
元
年
八
日
尋
干
戈
Ｖ
・
（
、
）
言
・
仲
膣
之
詰

八
惟
皇
上
一
帝
降
衷
子
下
民
Ｖ
。
（
、
）
害
・
仲
畦
之
詰
八
有
夏
昏

徳
、
民
隊
塗
炭
Ｖ
・
（
池
）
班
固
・
東
都
賦
八
至
於
永
平
之
際
、

重
煕
而
累
洽
Ｖ
。
（
だ
）
曹
植
・
七
啓
八
惠
澤
播
於
黎
苗
、
威
霊

震
乎
無
外
Ｖ
。
（
河
）
春
秋
繁
露
・
循
天
之
道
八
仁
人
之
所
以
多

壽
者
Ｖ
。
（
布
）
世
説
新
語
・
言
語
八
未
能
忘
懐
Ｖ
・
（
拓
）
漢
書
．

張
艮
傳
八
家
世
相
韓
Ｖ
、
同
前
・
匡
衡
傳
八
家
世
多
爲
博
士

者
Ｖ
・
（
万
）
莊
子
・
養
生
主
八
吾
生
也
有
涯
、
而
知
也
無
涯
Ｖ
・

（
沼
）
易
・
坤
・
文
言
八
天
地
愛
化
、
草
木
蕃
Ｖ
。
（
ね
）
管
子
・

四
構
八
今
若
君
之
美
好
而
宜
通
也
Ｖ
。
（
帥
）
管
子
・
度
地
八
降

雨
下
、
山
水
出
Ｖ
。
（
釦
）
詩
・
小
雅
・
信
南
山
八
迩
麸
芥
芥
、

祀
事
孔
明
Ｖ
、
揚
雄
・
甘
泉
賦
八
遮
遊
芥
芥
Ｖ
。
（
躯
）
左
傳
．

襄
公
十
九
年
八
如
百
穀
之
仰
膏
雨
焉
Ｖ
。
（
鯛
）
詩
・
小
雅
・
雨

無
正
八
浩
浩
昊
天
、
不
駿
其
徳
Ｖ
、
禮
記
・
中
庸
八
淵
淵
其
淵
、

浩
浩
其
天
Ｖ
。
（
鯉
）
張
衡
・
西
京
賦
八
欲
豐
吐
鎬
Ｖ
・
（
妬
）
史

記
・
天
官
害
八
其
出
不
經
天
Ｖ
・
（
郡
）
左
傳
・
僖
公
二
四
年

八
女
徳
無
極
Ｖ
・
（
師
）
左
傳
・
僖
公
十
九
年
八
無
關
而
後
動
Ｖ
。

（
鵠
）
班
固
・
西
都
賦
八
實
列
仙
之
依
館
、
非
吾
人
之
所
寧
Ｖ
。

（
鋤
）
禮
記
・
曲
禮
上
八
百
年
日
期
頤
Ｖ
。
（
卯
）
張
衡
・
西
京
賦

八
霊
草
冬
榮
、
祁
木
叢
生
Ｖ
。
（
虹
）
左
思
・
蜀
都
賦
八
敷
蘂
蔵

蓑
Ｖ
、
陸
機
・
文
賦
八
紛
蔵
詮
以
級
遼
Ｖ
。

（

１

）

復
軒
・
板
君
の
六
十
の
序

私
、
茂
卿
は
、
十
四
、
五
歳
の
と
き
に
、
亡
き
父
に
従
っ
て

（

２

）

房
総
に
遊
ん
だ
こ
と
が
あ
る
。
上
総
の
南
に
帆
丘
と
い
う
山
が

あ
り
、
そ
こ
が
板
倉
の
城
跡
で
あ
る
。
百
年
の
間
に
荒
廃
し

て
、
す
っ
か
り
空
堀
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
頂
上
に
は
ま
だ

城
塞
や
池
に
臨
ん
だ
う
て
な
の
跡
が
残
っ
て
い
て
、
か
す
か
に

そ
れ
と
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
左
に
は
高
原
が
あ
り
、
右
に

は
潜
水
（
夷
隅
川
）
が
め
ぐ
り
、
東
に
向
か
っ
て
開
け
て
い
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て
、
ふ
も
と
の
二
十
四
ヵ
村
を
眼
下
に
見
渡
す
こ
と
が
で
き

る
。
そ
の
先
に
あ
る
九
十
九
里
の
砂
浜
は
大
海
原
に
続
き
、
は

る
か
に
青
空
が
弓
な
り
に
曲
っ
て
い
る
。
雨
風
の
と
き
に
は
暗

い
空
の
下
、
天
に
と
ど
く
ほ
ど
の
高
波
が
林
の
梢
に
襲
い
か
か

る
。
と
き
お
り
、
そ
の
頂
上
に
登
り
、
日
や
月
の
出
る
さ
ま

や
、
風
景
が
た
ち
ま
ち
に
変
化
す
る
さ
ま
を
眺
め
て
い
る
と
、

風
が
心
地
好
く
吹
い
て
く
る
。
そ
う
し
て
い
る
と
、
あ
た
か
も

蓬
菜
山
の
神
仙
の
住
ま
い
が
あ
っ
て
、
神
仙
と
共
に
い
ら
れ
る

か
の
ど
と
く
で
あ
る
が
、
そ
う
願
っ
て
も
適
う
わ
け
も
な
く
、

ぼ
ん
や
り
と
山
を
降
り
る
。
ふ
も
と
に
着
く
と
、
土
地
の
老
人

た
ち
と
語
り
合
う
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
の
な
か
に
前
代
〔
豊
臣

秀
吉
の
時
代
〕
の
出
来
事
を
よ
く
話
す
者
が
い
て
、
当
時
の
戦

い
の
あ
り
様
を
褒
め
た
た
え
、
指
さ
し
な
が
ら
あ
り
あ
り
と
話

し
て
く
れ
た
の
で
、
ま
る
で
目
の
当
た
り
に
す
る
よ
う
で
あ
っ

た
。
私
は
、
心
を
痛
め
な
が
ら
物
思
い
に
ふ
け
っ
た
が
、
当
時

は
、
そ
の
子
孫
が
誰
で
あ
る
か
、
い
ま
何
処
に
住
ん
で
い
る
か

な
ど
考
え
も
し
な
か
っ
た
。

（

３

）

十
年
ほ
ど
前
に
、
武
文
安
（
武
田
文
安
）
と
知
り
合
い
と
な

り
、
そ
の
岳
父
の
復
軒
君
な
る
者
に
会
う
こ
と
が
で
き
た
が
、

（

４

）

彼
は
友
庵
先
生
の
外
孫
で
あ
っ
た
。
友
庵
先
生
は
、
我
が
父
の

（

５

）

姉
妹
の
夫
で
あ
る
李
庵
先
生
の
叔
父
に
当
た
る
。
話
の
つ
い
で

に
こ
う
し
た
事
に
及
ん
で
、
お
互
い
に
驚
嘆
し
た
の
で
あ
っ
た
。

今
年
の
春
に
、
復
軒
君
は
威
儀
を
正
し
て
我
が
家
を
訪
れ
、
古

い
誼
み
を
あ
た
た
め
た
う
え
で
、
一
緒
に
連
れ
て
き
た
次
男
の

（
６
）

美
仲
を
私
の
下
に
入
門
さ
せ
る
礼
を
と
っ
た
。
美
仲
は
十
六
歳

に
な
っ
た
ば
か
り
で
、
聡
明
な
う
え
に
詩
文
に
巧
糸
で
あ
り
、
そ

の
優
れ
た
才
智
が
日
々
に
上
達
し
て
ゆ
く
汗
血
馬
と
い
え
る
。

こ
れ
も
、
復
軒
君
が
、
六
十
年
の
間
か
わ
る
こ
と
な
く
、
よ
く

書
物
を
読
ん
で
向
上
し
て
き
た
こ
と
の
感
化
で
あ
る
。
授
業
の

合
間
に
、
美
仲
が
そ
の
祖
先
に
つ
い
て
述
べ
る
の
を
聞
い
た
。

そ
こ
で
、
始
め
て
彼
が
帆
丘
の
後
畜
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
う

っ
と
り
と
し
た
気
分
に
な
っ
た
。

ほ
ど
な
く
し
た
六
月
九
日
、
こ
の
日
は
復
軒
君
の
誕
生
日
で

あ
る
。
美
仲
が
来
て
、
復
軒
君
の
長
寿
を
祝
う
た
め
に
酒
杯
を

あ
げ
〔
て
お
祝
い
の
言
葉
を
述
べ
〕
る
こ
と
を
私
に
相
談
さ
れ

た
。
そ
こ
で
物
子
は
次
の
よ
う
に
述
べ
よ
う
…
…
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私
は
ど
う
し
て
そ
ん
な
大
そ
れ
た
こ
と
を
し
よ
う
か
。
昔
、

豊
王
（
豊
臣
秀
吉
）
が
東
征
し
た
と
き
、
小
人
数
の
軍
隊
が
房

総
を
攻
め
て
一
日
に
数
十
の
城
を
下
し
、
帆
丘
も
そ
こ
に
含
ま

れ
て
い
た
と
聞
い
て
い
る
。
数
人
の
城
の
末
喬
は
四
散
し
て
平

民
と
な
っ
て
お
り
、
か
ろ
う
じ
て
諸
侯
に
仕
え
て
士
人
の
中
に

加
わ
る
こ
と
が
で
き
た
者
は
す
ば
や
く
指
折
り
数
え
ら
れ
る
ほ

ど
し
か
い
な
い
が
、
そ
れ
で
も
幸
い
な
こ
と
で
あ
る
。
と
こ
ろ

が
、
あ
な
た
の
お
父
上
は
親
藩
に
仕
官
さ
れ
た
う
え
に
、
時
変

に
応
じ
て
才
能
を
発
揮
し
、
新
将
軍
に
つ
き
従
っ
て
幕
臣
と
な

（
７
）

ら
れ
た
。
そ
の
当
時
に
あ
っ
て
は
、
奮
い
た
っ
て
幕
府
の
た
め

に
身
命
を
捧
げ
、
三
度
も
俸
禄
を
加
増
さ
れ
て
現
在
の
官
位
と

な
っ
て
い
る
。
な
ん
と
も
栄
誉
な
こ
と
で
あ
る
。
公
務
の
傍

ら
、
六
十
年
間
か
わ
る
こ
と
な
く
よ
く
書
物
を
読
ん
で
怠
る
こ

と
が
な
い
。
な
ん
と
も
壮
健
な
こ
と
で
あ
る
。
子
息
は
、
兄
弟

（
８
）

三
人
、
あ
る
者
は
「
武
」
に
、
あ
る
者
は
「
文
」
に
と
、
父
上

の
教
え
を
守
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
事
に
従
っ
て
い
る
。
な
ん
と
も

楽
し
み
な
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
そ
の
幸
い
と
秩
禄
が
絶
え

ず
や
っ
て
き
て
尽
る
こ
と
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ど
う

し
て
私
の
お
祝
い
の
言
葉
な
ど
が
入
り
こ
む
余
地
が
あ
ろ
う

か
。さ

ら
に
は
、
室
町
か
ら
前
代
に
至
る
ま
で
の
久
し
い
間
、
人

々
は
長
命
で
あ
り
え
な
か
っ
た
。
天
地
が
徳
を
好
ま
な
か
っ
た

こ
と
に
遭
遇
し
、
人
々
は
戦
い
に
明
け
暮
れ
て
三
百
年
余
り
が

過
ぎ
た
。
帆
丘
に
城
を
築
い
た
あ
な
た
の
父
祖
も
、
そ
う
し
た

時
代
に
い
た
の
で
は
な
い
か
。
こ
う
し
た
時
代
で
は
、
た
と
え

「
仁
人
」
や
「
君
子
」
で
あ
っ
て
も
、
自
分
の
身
に
幸
福
を
受

け
て
、
そ
れ
を
子
孫
に
残
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
我
が
神

祖
（
徳
川
家
康
）
が
そ
の
徳
を
人
民
に
降
り
そ
そ
い
で
苦
難
か

ら
救
っ
て
か
ら
、
代
々
泰
平
が
続
き
、
そ
の
仁
政
を
遠
方
に
ま

で
施
し
て
い
る
。
天
地
が
福
を
惜
し
む
こ
と
な
く
人
々
が
長
寿

で
い
ら
れ
る
こ
と
は
、
今
日
を
お
い
て
ほ
か
に
は
な
い
。
あ
な

た
の
お
父
上
は
、
こ
う
し
た
今
の
時
世
に
遭
遇
し
て
い
る
の
だ

か
ら
、
父
祖
の
蓄
積
が
現
わ
れ
な
く
と
も
、
必
ず
自
分
の
身
に

長
寿
を
備
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
だ
か
ら
、
ど
う
し
て
お

祝
い
の
言
葉
が
入
り
こ
む
余
地
が
あ
ろ
う
か
。

そ
う
は
い
っ
て
も
、
あ
な
た
の
お
父
上
は
、
帆
丘
の
後
喬
で
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あ
り
な
が
ら
も
、
ご
自
身
が
帆
丘
の
景
勝
を
目
に
さ
れ
た
こ
と

は
な
い
。
私
は
、
景
勝
を
目
に
し
な
が
ら
も
、
当
時
に
は
そ
の

子
孫
を
知
ら
ず
、
数
十
年
を
経
て
も
、
そ
の
こ
と
が
心
の
う
ち

か
ら
忘
れ
去
ら
な
か
っ
た
。
今
、
あ
な
た
の
お
父
上
を
知
る
こ

と
が
で
き
た
か
ら
に
は
、
ど
う
も
私
の
お
祝
の
言
葉
が
な
く
て

は
な
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。
ま
し
て
父
祖
の
代
か
ら
の
旧
い
誼

承
が
あ
り
、
子
〔
で
あ
る
美
仲
〕
に
命
ぜ
ら
れ
た
こ
と
で
あ
れ

ば
な
お
さ
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
詩
五
章
を
作
っ
て
、
お

祝
い
の
酒
杯
を
あ
げ
る
こ
と
に
し
よ
う
。

帆
丘
は
青
煮
と
茂
っ
て
お
り
、
大
海
原
を
眼
下
に
眺
め
る
こ

と
が
で
き
る
。
大
海
原
は
果
て
し
な
く
続
き
、
そ
の
よ
う
に
幸

い
と
秩
禄
も
限
り
が
な
い
。
君
子
は
六
十
歳
で
あ
る
。
（
一
章
）

大
海
か
ら
風
が
吹
き
わ
た
っ
て
き
た
が
、
そ
れ
は
東
方
か
ら

吹
い
て
く
る
。
そ
の
た
め
草
木
は
美
し
く
茂
っ
て
お
り
、
そ
の

よ
う
に
幸
い
と
秩
禄
も
進
ん
で
ゆ
く
。
君
子
は
七
十
歳
で
あ

る
。
（
二
章
）

大
海
か
ら
雲
が
湧
き
、
雨
が
盛
ん
に
降
っ
て
く
る
。
諸
々
の

穀
物
は
そ
の
恵
桑
を
う
け
て
い
る
が
、
そ
の
よ
う
に
幸
い
と
秩

禄
も
豊
で
あ
る
。
君
子
は
八
十
歳
で
あ
る
。
（
三
章
）

大
海
の
中
の
深
い
谷
か
ら
、
日
月
が
出
た
り
沈
ん
だ
り
す

る
。
日
月
は
天
を
め
ぐ
っ
て
終
わ
る
こ
と
が
な
く
、
そ
の
よ
う

に
幸
い
と
秩
禄
も
欠
け
る
こ
と
が
な
い
。
君
子
は
九
十
歳
で
あ

る
。
（
四
章
）

大
海
に
あ
る
島
は
、
神
仙
た
ち
が
遊
ぶ
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ

こ
に
は
、
我
々
に
百
歳
の
寿
命
を
与
え
る
霊
草
が
美
し
く
茂
っ

て
い
る
。
君
子
よ
、
こ
れ
を
味
わ
い
給
え
。
（
五
章
）

〔

訳

注

〕

（
１
）
板
倉
復
軒
は
、
享
保
十
三
年
（
一
七
二
八
）
に
六
十
四

歳
で
亡
く
な
っ
て
い
る
か
ら
、
そ
こ
か
ら
享
保
九
年
（
一
七

二
四
）
に
本
作
品
が
書
か
れ
た
と
判
断
で
き
る
。

板
倉
復
軒
、
名
は
九
、
字
は
惇
叔
（
あ
る
い
は
惇
叙
）
、

は
、
木
下
順
庵
門
下
で
、
三
十
歳
の
時
に
甲
府
侯
で
あ
っ
た

徳
川
綱
豊
（
の
ち
家
宣
）
に
仕
え
、
の
ち
に
幕
臣
と
な
っ
て

勘
定
方
を
勤
め
、
三
ノ
丸
留
守
居
役
に
ま
で
進
ん
だ
。
復
軒

の
経
歴
に
つ
い
て
は
、
服
部
南
郭
「
版
倉
君
墓
誌
銘
」
（
『
南
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郭
先
生
文
集
』
二
編
・
巻
之
八
）
に
詳
し
く
、
ま
た
『
先
哲

叢
談
』
後
編
三
に
も
桑
え
る
。

（
２
）
祖
侠
は
、
延
宝
七
年
（
一
六
七
九
）
十
四
歳
の
と
き
、

父
方
庵
の
江
戸
追
放
に
よ
っ
て
上
総
の
本
納
村
に
住
み
、
天

和
三
年
（
一
六
八
三
）
に
武
射
郡
横
地
下
村
に
移
る
ま
で
、

そ
こ
に
暮
ら
し
て
い
る
。
本
文
の
記
述
か
ら
判
断
す
る
と
、

祖
裸
が
「
帆
丘
」
の
旧
城
を
訪
れ
た
の
は
、
本
納
村
に
移
住

し
て
ま
も
な
く
の
こ
と
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
「
帆
丘
」
と
本
納
村
と

は
ほ
ぼ
同
じ
場
所
と
考
え
ら
れ
る
。
昭
和
九
年
に
発
行
さ
れ

た
岩
橋
遵
成
『
沮
裸
研
究
』
（
こ
こ
で
は
昭
和
四
十
四
年
に

名
著
刊
行
会
か
ら
復
刻
さ
れ
た
も
の
を
使
用
）
で
は
、
祖
侠

が
移
住
し
た
本
納
村
の
現
在
地
名
と
し
て
「
長
生
郡
帆
丘
町

本
納
」
を
挙
げ
て
い
る
。

（
３
）
武
田
文
安
、
名
は
敬
信
、
号
は
広
陵
、
は
、
幕
府
医
官

で
、
板
倉
復
軒
の
長
女
と
結
婚
し
た
が
、
享
保
五
年
（
一
七

二
○
）
に
三
十
三
歳
で
亡
く
な
っ
て
い
る
。
『
祖
採
集
』
巻

十
四
所
収
の
「
医
官
広
陵
文
安
甫
之
墓
碑
」
に
略
歴
が
み
え

る

。

（
４
）
「
友
庵
先
生
」
な
る
人
物
に
つ
い
て
は
、
本
文
に
み
え

る
よ
う
に
板
倉
復
軒
の
母
方
の
祖
父
に
当
た
る
が
、
そ
れ
以

上
の
こ
と
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

（
５
）
「
李
庵
先
生
」
に
つ
い
て
も
、
祖
裸
の
父
の
姉
妹
の
夫

で
あ
る
こ
と
以
外
は
不
明
で
あ
る
。

（
６
）
板
倉
美
仲
、
名
は
安
世
、
号
は
渓
ま
た
帆
丘
、
は
、
幕

臣
で
あ
る
が
、
延
享
四
年
（
一
七
四
七
）
に
三
十
九
歳
で
亡

く
な
っ
て
い
る
。

（
７
）
原
文
は
「
為
代
来
臣
」
と
あ
り
、
語
注
に
示
し
た
よ
う

に
『
史
記
』
孝
文
帝
紀
の
文
章
に
拠
っ
て
い
る
（
『
祖
裸
先
生

文
集
解
』
を
参
照
）
。
こ
の
『
史
記
』
の
文
章
は
、
孝
文
帝

が
「
代
」
の
地
か
ら
来
て
新
し
い
皇
帝
と
な
る
と
、
以
前
か

ら
「
代
」
に
お
い
て
仕
え
て
い
た
臣
下
が
朝
廷
に
入
り
込
ん

だ
こ
と
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
板
倉
復
軒
は
、
注
（
１
）

に
示
し
た
服
部
南
郭
の
「
版
倉
君
墓
誌
銘
」
に
よ
る
と
、
甲

府
侯
で
あ
っ
た
徳
川
綱
豊
に
、
は
じ
め
「
侍
史
」
と
し
て
の

ち
に
「
書
院
番
」
と
し
て
仕
え
て
い
た
が
、
宝
永
元
年
（
一
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贈
一
菅
童
子
一
序

（

１

）

享
保
甲
辰
秋
七
月
、
菅
章
子
年
十
三
、
以
レ
試
三
賦
レ
詩
讃
二
未
見

（

２

）

（

３

）

聿
貝
特
口
賜
二
稟
奉
二
百
石
《
奉
二
朝
請
↓
以
從
二
諸
博
士
之
列
王

（

４

）

（

５

）

（

６

）

（

７

）

（

８

）

當
二
其
時
↓
都
下
聞
者
、
莫
レ
不
三
驚
嘆
瑳
異
、
奔
走
以
相
傳
謂

（

９

）

（

叩

）

（

ｕ

）

噴
噴
、
謂
爲
二
百
年
來
希
観
盛
事
一
也
。
童
子
家
大
人
爲
二
竪
官

（

聰

）

（

昭

）

（

Ｍ

）

李
陰
先
生
手
童
子
生
而
信
異
霊
慧
、
廼
弗
し
屑
し
爲
二
軒
岐
家
之

（
略
）
（
肥
）
（
Ⅳ
）
（
肥
）

一
一
見
蒐
二
獲
經
史
《
調
ョ
詠
苦
華
手
廼
叉
弗
レ
屑
し
爲
二
黄
備
氏
之

一
蘆
先
生
爲
レ
謀
三
其
所
二
間
業
一
則
日
吾
其
実
師
。
亡
し
已
乎
其

（
叩
）

赤
城
邪
。
時
予
尚
在
二
赤
城
や
赤
城
者
謂
レ
予
也
。
於
し
是
乎
來

七
○
四
）
綱
豊
が
五
代
将
軍
綱
吉
の
養
嗣
子
と
な
り
、
家
宣

と
改
名
し
て
西
ノ
丸
に
移
る
と
と
も
に
、
幕
府
の
勘
定
方
を

勤
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
宝
永
六
年
（
一
七
○
九
）
に
家
宣

が
六
代
将
軍
に
就
任
す
る
と
と
も
に
勘
定
方
組
頭
と
な
っ
た

と
い
う
。
こ
う
し
た
復
軒
の
経
歴
と
も
つ
き
合
わ
せ
る
と
、

こ
の
一
文
は
、
復
軒
の
身
分
が
陪
臣
か
ら
幕
臣
へ
と
移
動
し

た
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
解
釈
で
き
る
。

（
８
）
次
男
は
本
文
中
に
み
え
る
板
倉
美
仲
で
あ
る
が
、
長
男

（

鋤

）

（

皿

）

（

魂

）

見
レ
予
。
予
一
見
以
識
三
其
爲
二
渥
淫
駒
一
哉
。
予
瞳
相
距
頗
遙
、

（

認

）

（

別

）

（

妬

）

而
童
子
尚
幼
、
弗
レ
勝
し
衣
、
弗
レ
能
三
墜
．
薑
乎
道
塗
辛
婁
來
見
レ

予
、
則
停
三
太
宰
徳
夫
往
硯
二
其
業
聿
徳
夫
侶
以
二
華
一
一
貝
則
一
童

（

妬

）

（

詔

）

子
愈
盆
孜
孜
弗
レ
己
。
慨
然
自
謂
二
彼
中
人
一
也
。
居
亡
し
何
、
迺

（

羽

）

（

鋤

）

（

虹

）

有
二
今
日
口
命
一
云
。
是
日
先
生
置
レ
酒
高
會
。
吾
黛
諸
子
悉
集
、

（

犯

）

（

認

）

（

鈍

）

（

調

）

童
子
爲
レ
主
。
酒
酎
諸
子
各
有
し
贈
し
言
。
予
日
、
麟
鳳
躯
龍
瑞

（

鉛

）

（

釘

）

（

銘

）

（

釣

）

（

伽

）

芝
朱
草
者
、
王
者
之
群
也
。
王
者
之
徳
隆
盛
、
和
氣
洋
割
溢
乎

（
虹
）
（
蛇
）
（
伯
）
（
“
）

雨
間
一
浮
。
遊
乎
宇
宙
一
姻
綿
化
醇
、
所
二
燕
以
生
む
故
不
二
値

は
惇
行
、
名
は
敬
徳
、
号
は
蘭
渓
と
い
い
、
父
の
跡
を
継
い

だ
。
三
男
は
美
淑
、
名
は
経
世
、
号
は
龍
洲
と
い
う
。
服
部

南
郭
の
「
版
倉
君
墓
誌
銘
」
に
よ
る
と
、
次
男
の
美
仲
と
三

男
の
美
淑
は
、
と
も
に
沮
裸
の
も
と
で
学
ん
で
い
る
。
な

お
、
長
澤
孝
三
編
『
漢
文
学
者
総
覧
』
（
汲
古
書
院
）
に
は
、

長
男
の
惇
行
も
祖
採
に
学
ん
だ
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
服
部

南
郭
の
「
版
倉
君
墓
誌
銘
」
に
拠
る
か
ぎ
り
、
そ
う
し
た
事

実

は

確

認

で

き

な

い

。

（

澤

井

）
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（

妬

）

有
一
焉
。
惟
人
亦
然
。
韓
・
彰
・
緯
・
灌
雲
ゴ
興
干
楚
漢
之
際
式

而
文
景
之
世
、
買
誼
・
司
馬
遷
・
相
如
・
枚
乘
・
嚴
丘
・
虞
丘

（

妬

）

（

灯

）

壽
王
之
徒
、
繼
レ
踵
、
比
し
肩
以
出
。
是
寧
特
其
性
異
し
稟
然
哉
。

（

蛤

）

（

⑬

）

亦
時
乎
有
二
以
化
Ｐ
之
也
。
惟
吾
口
祁
租
既
定
二
海
内
《
促
し
武
修
レ

（

卵

）

（

団

）

（

艶

）

文
、
夙
收
二
羅
山
子
西
畿
↓
照
濡
以
成
二
其
學
《
絡
爲
二
一
代
儒

（

露

）

（

弘

）

宗
圭
然
是
時
戦
國
之
習
未
一
一
壼
除
韮
以
レ
故
京
洛
燭
稻
二
人
文
淵

（

弱

）

（

弱

）

（

釘

）

籔
圭
而
十
數
年
來
、
操
藥
之
士
、
迺
盆
彬
蔚
二
子
東
都
印
豈
萱

（

記

）

（

弱

）

（

帥

）

穀
之
下
、
首
善
之
地
、
風
教
所
し
自
、
愈
久
愈
盛
乎
。
故
知
三
□

）

団

）

（

舵

）

（

紺

）

（

“

）

（

妬

）

列
聖
相
承
、
累
洽
重
煕
、
百
年
之
久
、
所
二
陶
育
以
鼓
鋳
記
蓼

（

妬

）

（

師

）

（

能

）

諭
械
撲
之
化
、
於
レ
斯
爲
レ
盛
。
則
譽
髪
之
英
、
亦
人
之
麟
鳳
縮

（

的

）

（

刊

）

龍
瑞
芝
朱
草
哉
。
夫
至
和
所
レ
翔
、
嘩
二
遠
弗
Ｐ
届
、
座
二
幽
弗
該

（

別

）

徹
、
窮
二
飯
下
邑
『
干
し
何
弗
し
有
。
而
童
子
躬
生
二
於
朝
紳
之

（

犯

）

（

沼

）

（

汎

）

家
「
達
し
天
尺
五
、
鶴
喉
蚤
聞
、
好
爵
摩
し
之
。
榮
亦
大
芙
哉
。

（

だ

）

（

布

）

（

ｗ

）

（

沼

）

（

門

）

錐
し
然
口
國
家
設
レ
制
、
崇
高
豐
大
、
比
ゴ
隆
三
代
や
予
践
副
伏
侯

（

帥

）

（

別

）

（

艶

）

邸
之
末
↓
側
割
間
除
目
之
所
二
遷
輔
↓
増
し
秩
萬
石
、
晋
レ
爵
大
夫
、

（

“

）

（

別

）

率
無
し
虚
し
歳
。
而
都
人
耳
目
所
し
紐
、
玩
偶
爲
レ
常
、
惜
且
不
し

骸
。
迺
今
一
童
子
之
所
。
爲
榮
《
博
士
賤
芙
、
二
百
石
微
突
、
而

其
驚
嘆
嵯
異
、
奔
走
弗
レ
已
、
噴
噴
以
相
傳
調
者
、
渦
何
哉
。

〔

語

注

〕

（
１
）
（
蘇
試
）
赤
壁
賦
八
横
栗
賦
詩
、
固
一
世
之
雄
也
Ｖ
ｏ
（
２
）

後
漢
書
・
黄
香
傳
八
年
十
二
、
博
通
經
街
、
京
師
架
日
、
天
下

無
墜
、
江
夏
黄
童
。
｜
初
除
郎
中
、
崩
宗
詔
香
詣
東
観
、
讃
所
未

見
書
Ｖ
。
（
３
）
漢
書
・
楚
元
王
傳
八
關
内
侯
奉
朝
請
Ｖ
ｏ
（
４
）

呉
志
・
呂
檬
傳
八
又
這
從
兄
慮
、
以
都
下
兵
、
逆
擦
於
江
都
、

（

妬

）

（

師

）

（

師

）

蓋
口
聖
徳
方
明
、
昭
曠
日
踏
、
勵
レ
精
爲
レ
治
、
廼
翠
二
百
年
之

（

銘

）

（

鯛

）

（

帥

）

（

皿

）

曠
典
「
破
二
時
俗
之
拘
筆
《
傅
丁
海
内
之
民
、
由
し
是
曉
然
以
知
丙

（

蛇

）

（

粥

）

口
上
牧
し
好
學
、
而
歳
時
條
令
所
二
勧
督
《
非
乙
文
具
甲
也
。
其
效

（

“

）

（

妬

）

已
見
二
於
今
日
一
者
如
レ
此
。
則
過
陛
此
以
往
、
仁
聲
廼
孚
、
民
應

（

％

）

（

Ｗ

）

（

兜

）

如
レ
響
。
何
翅
一
重
子
之
榮
哉
。
吾
濟
陪
臣
、
亦
爲
二
斯
文
一
慶
し

之
。
若
夫
一
童
子
遠
惟
口
列
朝
培
育
之
化
、
有
二
以
使
Ｐ
之
、
近
惟

（

的

）

（

Ⅷ

）

口
當
今
抜
躍
之
恩
、
有
二
以
榮
Ｐ
之
。
盆
二
慾
其
徳
《
追
。
燭
林
公
↓

（

Ⅲ

）

（

収

）

以
供
二
國
家
異
日
之
用
一
者
、
是
家
人
父
子
相
勉
勵
之
意
。
先
生

（

叩

）

在
焉
。
何
挨
二
予
言
ご
言
畢
、
童
子
畷
然
興
而
離
〆
席
以
言
日
、

（

Ⅷ

）

（

燗

）

（

咄

）

（

町

）

而
今
而
後
、
吾
知
二
口
大
恩
之
不
Ｐ
私
哉
。
小
子
雛
二
不
敏
↓
其

（

伽

）

（

川

）

不
愈
四
盆
自
奮
思
三
所
對
。
数
口
上
之
徳
一
意
↑
乎
。
因
請
而
伸
し
書
。
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左
右
勧
擦
降
魏
Ｖ
。
（
５
）
南
史
・
梁
元
帝
紀
八
部
調
上
篇
、
左

右
不
莫
驚
歎
Ｖ
。
（
６
）
南
史
・
玩
孝
緒
傳
八
郷
里
瑳
異
之
Ｖ
ｏ

（
７
）
書
・
武
成
八
邦
甸
侯
衞
、
駿
奔
走
Ｖ
。
（
８
）
宋
史
・
萢
質

傳
八
時
人
傳
謂
、
以
爲
勧
戒
Ｖ
。
（
９
）
書
鑿
八
労
観
數
士
人
、

嵯
容
噴
噴
之
態
Ｖ
。
（
加
）
（
魏
・
文
帝
）
典
論
・
論
文
八
文
章
經

國
之
大
業
、
不
朽
之
盛
事
Ｖ
。
（
皿
）
詩
・
笂
蘭
八
一
童
子
侃
鵤
Ｖ
。

（
妃
）
晋
書
・
桃
興
載
記
八
三
秦
饒
俊
異
Ｖ
・
（
過
）
（
張
君
祀
）
詩

八
聖
人
加
影
響
、
霊
慧
陶
憶
却
Ｖ
。
（
ｕ
）
（
高
啓
）
詩
八
坐
談
周

孔
雑
軒
岐
Ｖ
。
（
巧
）
（
何
承
天
）
安
邊
論
八
蒐
撞
宣
其
號
令
、
姐

豆
訓
其
廉
阯
Ｖ
。
（
略
）
蜀
志
・
尹
獣
傳
八
受
古
學
、
皆
通
經

史
Ｖ
。
（
Ⅳ
）
晋
書
・
應
唐
傳
八
優
勝
弧
詠
、
無
所
標
明
Ｖ
。

（
肥
）
晋
書
・
文
苑
傳
序
八
翰
林
總
菩
華
、
典
論
詳
其
藻
絢
Ｖ
・

蕾
唐
書
・
醇
戎
傳
八
論
語
者
六
經
菩
華
、
孝
經
者
人
倫
之
本
Ｖ
。

（
田
）
孟
子
・
梁
惠
王
上
八
無
以
則
王
乎
Ｖ
。
（
鋤
）
白
虎
通
文
質

八
大
小
國
諸
侯
、
皆
來
見
Ｖ
・
（
皿
）
孟
子
・
滕
文
公
下
八
今
一

見
之
、
大
則
以
王
、
小
則
以
覇
Ｖ
。
（
型
）
史
記
・
樂
害
八
嘗
得

榊
馬
渥
注
中
Ｖ
。
（
詔
）
禮
記
・
檀
弓
下
八
趙
文
子
、
退
然
如
勝

衣
Ｖ
。
（
型
）
莊
子
・
馬
蹄
八
楚
藍
爲
仁
、
踞
践
爲
義
Ｖ
・
（
妬
）

禮
記
・
儒
行
八
道
塗
不
争
瞼
易
之
利
Ｖ
・
（
妬
）
書
・
盆
穫
八
予

思
日
孜
孜
Ｖ
・
（
”
）
（
播
岳
）
秋
興
賦
八
慨
然
而
賦
Ｖ
。
（
詔
）
漢

書
・
謹
方
進
傳
八
居
亡
何
Ｖ
。
（
調
）
漢
書
・
高
帝
紀
上
八
漢
王

遂
入
彰
城
、
收
羽
美
人
貨
賂
、
置
酒
高
會
Ｖ
。
（
鋤
）
論
語
・
公

治
長
八
吾
黛
之
小
子
狂
簡
Ｖ
。
（
瓠
）
（
李
華
）
與
外
孫
崔
氏
二
孜

害
八
今
者
諸
子
日
出
高
眠
Ｖ
。
（
銘
）
呉
志
・
朱
桓
傳
八
以
逸
待

努
、
爲
主
制
客
Ｖ
。
（
詔
）
史
記
・
高
租
紀
八
酒
酎
學
筑
、
自
爲

歌
詩
Ｖ
。
（
弘
）
筍
子
・
非
相
八
故
贈
人
以
言
、
重
於
金
石
珠

玉
Ｖ
。
（
弱
）
禮
記
・
禮
運
八
麟
鳳
鞄
龍
謂
之
四
霊
Ｖ
・
（
調
）

（
杜
甫
）
橋
陵
詩
三
十
韻
因
呈
縣
内
諸
官
詩
八
瑞
芝
産
廟
柱
、
好

鳥
鳴
巖
扁
Ｖ
。
（
師
）
大
戴
禮
記
・
盛
徳
八
朱
草
日
生
一
葉
Ｖ
。

（
犯
）
大
學
一
章
句
序
八
宋
徳
隆
盛
、
治
教
休
明
Ｖ
。
（
調
）
禮
記
・

祭
義
八
有
和
氣
者
、
必
有
楡
色
Ｖ
・
漢
書
・
王
褒
傳
八
恩
從
群

風
翔
、
徳
與
和
氣
勝
Ｖ
。
（
伽
）
禮
記
・
中
庸
八
是
以
聲
名
洋
溢

於
中
國
Ｖ
・
（
虹
）
宋
史
・
胡
安
國
傳
八
至
剛
可
以
塞
雨
間
Ｖ
。

（
姥
）
史
記
・
屈
原
傳
八
蝉
蜆
於
濁
稜
、
以
浮
勝
塵
挨
之
外
Ｖ
。

（
蝿
）
莊
子
・
知
北
遊
八
外
不
襯
乎
宇
宙
、
内
不
知
乎
太
初
Ｖ
。

（
“
）
易
・
繋
辮
下
八
天
地
姻
綿
、
萬
物
化
醇
Ｖ
。
（
妬
）
（
陸
機
）
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漢
高
祀
臣
頌
八
奮
臂
雲
興
、
縢
跡
虎
藍
Ｖ
。
（
妬
）
晏
子
春
秋
・

雑
下
八
比
肩
繼
踵
而
在
Ｖ
・
（
“
）
（
陳
孔
璋
）
答
東
阿
王
腱
八
此

乃
天
然
異
稟
Ｖ
。
（
妃
）
史
記
・
准
陰
侯
傳
八
功
者
難
成
而
易

敗
、
時
者
難
得
而
易
失
也
、
時
乎
、
時
不
再
來
Ｖ
・
（
⑬
）
史
記
・

高
祀
本
紀
八
威
加
海
内
Ｖ
・
（
帥
）
害
・
武
成
八
値
武
修
文
Ｖ
。

（
証
）
（
班
固
）
西
都
賦
八
横
被
六
合
、
三
成
帝
畿
Ｖ
。
（
砲
）
莊

子
・
天
運
八
相
吋
以
渥
、
相
濡
以
沫
Ｖ
。
（
記
）
史
記
・
叔
孫
通

傳
八
卒
爲
漢
家
儒
宗
Ｖ
。
（
弘
）
易
・
賞
八
観
乎
人
文
、
以
化
成

天
下
Ｖ
・
（
弱
）
言
・
武
成
八
華
淵
藪
Ｖ
。
（
髄
）
晋
書
・
文
苑
傳

序
八
當
塗
基
命
、
文
宗
鯵
起
、
彬
蔚
之
美
、
競
爽
當
年
Ｖ
。

（
師
）
（
班
固
）
東
都
賦
八
東
都
主
人
、
唱
然
而
歎
日
、
痛
乎
風
俗

之
侈
人
也
Ｖ
。
（
記
）
（
司
馬
遷
）
報
任
安
害
八
僕
頼
先
人
緒
業
、

得
待
罪
萱
穀
下
、
二
十
餘
年
美
Ｖ
。
（
弱
）
史
記
・
儒
林
傳
八
故

教
化
之
行
也
、
建
首
善
、
自
京
師
始
Ｖ
。
（
帥
）
詩
・
大
序
八
風

以
動
之
、
教
以
化
之
Ｖ
。
（
団
）
（
左
思
）
魏
都
賦
八
且
魏
地
者
、

畢
昂
之
所
應
、
虞
夏
之
餘
人
、
先
王
之
桑
梓
、
列
聖
之
遺
塵
Ｖ
。

（
舵
）
易
・
歸
妹
八
破
能
履
吉
、
相
承
也
Ｖ
。
（
侭
）
（
班
固
）
東
都

賦
八
至
永
卒
之
際
、
重
煕
而
累
洽
Ｖ
。
（
“
）
（
陸
機
）
策
秀
才
文

八
二
儀
所
以
陶
育
、
四
時
所
以
化
生
Ｖ
。
（
髄
）
（
白
行
簡
）
金
在

錆
詩
八
堅
剛
由
我
性
、
鼓
鋳
任
君
心
Ｖ
。
（
“
）
詩
・
械
撲
八
瓦

瓦
械
撲
、
薪
之
栖
芝
Ｖ
。
（
師
）
論
語
・
泰
伯
八
唐
虞
之
際
、
於

斯
爲
盛
Ｖ
・
（
銘
）
詩
・
思
齊
八
古
之
人
無
數
、
譽
毫
斯
士
Ｖ
。

（
的
）
書
・
大
禺
謨
・
傳
八
至
和
感
肺
Ｖ
。
（
、
）
書
・
大
禺
謨

八
惟
徳
動
天
、
無
遠
弗
届
Ｖ
。
（
、
）
（
韓
愈
・
張
籍
・
孟
郊
・

張
徹
）
會
合
珊
句
八
朝
紳
麓
青
緑
、
馬
飾
曜
珪
洪
Ｖ
。
（
犯
）
（
杜

甫
）
贈
菫
七
賛
善
詩
八
爾
家
最
近
魁
三
象
、
時
論
同
歸
尺
五

天
Ｖ
。
（
汚
）
晋
書
・
謝
玄
傳
八
餘
衆
棄
甲
脊
遁
、
聞
風
聲
鶴
涙
、

皆
以
爲
王
師
Ｖ
。
（
科
）
易
・
中
孚
八
鳴
鶴
在
陰
、
其
子
和
之
。

我
有
好
爵
。
吾
與
爾
嘩
之
Ｖ
・
（
布
）
易
・
繋
辞
上
八
縣
象
著

明
、
莫
大
於
日
月
、
崇
高
莫
大
乎
富
貴
Ｖ
。
（
布
）
易
・
豐
八
象

日
、
豐
、
大
也
。
明
以
動
也
Ｖ
。
（
万
）
漢
書
・
刑
法
志
八
未
能

稻
一
意
比
隆
於
古
Ｖ
。
（
沼
）
論
語
・
衞
霊
公
八
斯
民
也
、
三
代
之

所
以
直
道
而
行
也
Ｖ
・
（
ね
）
（
王
延
壽
）
魯
霊
光
殿
賦
八
狡
免
践

伏
於
附
側
、
援
狄
華
橡
而
相
追
Ｖ
。
（
帥
）
列
子
・
天
瑞
八
夫
子

嘗
語
伯
昏
矛
人
、
吾
側
聞
之
Ｖ
・
（
団
）
（
挑
合
）
武
功
縣
中
詩

八
一
日
看
除
目
、
絡
年
損
道
心
Ｖ
。
（
艶
）
論
衡
．
｜
初
稟
八
仕
者
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随
秩
遷
轌
Ｖ
・
（
配
）
（
班
固
）
西
都
賦
八
都
人
士
女
、
殊
異
乎
五

方
Ｖ
。
（
別
）
漢
書
・
五
行
志
八
玩
歳
而
幅
日
Ｖ
。
（
弱
）
史
記
・

太
史
公
自
序
八
臣
下
百
官
、
力
謂
聖
徳
Ｖ
。
（
師
）
史
記
・
梛
陽

傳
八
濁
観
於
昭
曠
之
道
Ｖ
、
詩
・
長
發
八
聖
敬
日
濟
Ｖ
・
（
師
）

（
呂
温
）
張
荊
州
書
像
賛
序
八
樂
與
群
下
、
勵
精
致
理
Ｖ
。
（
銘
）

宋
史
・
樂
志
八
百
年
曠
典
、
至
是
學
行
Ｖ
・
（
的
）
（
曹
植
）
贈
丁

翼
詩
八
稻
蕩
固
大
節
、
時
俗
多
所
拘
Ｖ
。
（
卯
）
（
揚
雄
）
太
玄
賦

八
蕩
然
建
志
、
不
拘
筆
号
Ｖ
・
（
虹
）
筍
子
・
王
制
八
百
姓
曉

然
、
皆
知
夫
爲
善
於
家
、
而
取
賞
於
朝
也
、
爲
不
善
於
幽
、
而

蒙
刑
於
顯
Ｖ
。
（
蛇
）
後
漢
書
・
劉
虞
傳
八
務
存
寛
政
、
渤
督
農

植
Ｖ
。
（
兜
）
漢
書
・
張
澤
之
傳
八
秦
以
任
刀
筆
之
吏
、
孚
以
亟

疾
苛
察
相
高
、
其
敞
徒
文
具
、
亡
側
隠
之
實
Ｖ
。
（
鯉
）
左
傳
・

僖
公
・
二
十
八
年
八
自
今
日
以
往
Ｖ
・
（
妬
）
孟
子
・
塞
心
上

八
仁
言
不
如
仁
聲
之
入
人
深
也
Ｖ
。
（
％
）
新
唐
言
・
魏
徴
傳

八
其
應
如
響
Ｖ
。
（
師
）
禮
記
・
曲
禮
下
八
自
稽
陪
臣
某
Ｖ
。

（
兜
）
論
語
・
子
牢
八
天
之
將
喪
斯
文
也
、
後
死
者
不
得
與
於
斯

文
也
。
天
之
未
喪
斯
文
也
、
匡
人
其
如
予
何
Ｖ
。
（
的
）
漢
書
・

孔
光
傳
八
今
復
抜
擢
、
備
内
朝
臣
Ｖ
。
（
川
）
書
・
大
禺
謨
八
予

慾
乃
徳
、
嘉
乃
王
續
Ｖ
・
（
皿
）
莊
子
・
徳
充
符
八
哀
公
異
日
以

告
閾
子
Ｖ
・
（
血
）
（
司
馬
遷
）
報
任
少
卿
書
八
此
言
士
節
不
可

不
勉
勵
也
Ｖ
。
（
川
）
禮
記
・
孔
子
間
居
八
子
夏
騒
然
而
起
Ｖ
・

（
Ⅲ
）
漢
書
・
宣
元
六
王
傳
八
加
大
恩
Ｖ
・
（
師
）
忠
經
・
廣
至
理

一
軍
八
不
私
而
天
下
自
公
Ｖ
。
（
川
）
書
・
顧
命
八
砂
砂
予
末
小

子
Ｖ
。
（
川
）
論
語
・
顔
淵
八
雍
雛
不
敏
、
諸
事
斯
語
美
Ｖ
。

（
川
）
言
・
説
命
下
八
敢
對
場
天
子
之
休
命
Ｖ
。
（
川
）
史
記
・
秦

始
皇
本
紀
八
立
石
刻
頌
秦
徳
明
徳
意
Ｖ
。

（

１

）

菅
童
子
に
贈
る
の
序

享
保
甲
辰
の
年
、
秋
七
月
、
菅
童
子
、
年
一
三
に
し
て
、
詩

を
賦
し
、
未
見
の
書
を
読
む
こ
と
を
試
さ
れ
、
と
く
に
二
百
石

を
賜
り
、
将
軍
に
ま
ゑ
え
、
博
士
の
一
員
に
列
し
た
。
こ
の
時

に
お
い
て
、
都
下
の
〔
そ
れ
を
〕
耳
に
し
た
も
の
は
、
驚
き
感

心
し
、
走
り
回
っ
て
た
が
い
に
口
々
に
伝
え
褒
め
讃
え
、
「
百

年
来
の
ま
れ
に
み
る
盛
時
だ
」
と
言
い
あ
わ
な
い
も
の
は
い
な

か
っ
た
。

童
子
の
父
上
は
、
医
官
の
李
陰
先
生
で
あ
る
。
童
子
は
生
ま
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れ
な
が
ら
に
し
て
人
に
抜
き
ん
で
た
優
れ
た
才
能
を
持
っ
て
お

り
、
医
学
を
治
め
る
こ
と
を
い
さ
ぎ
よ
し
と
し
な
か
っ
た
し
、

経
書
・
史
書
を
読
象
あ
さ
り
、
美
し
い
詩
文
を
口
に
す
る
と
き

（

２

）

に
も
、
ま
た
「
吉
備
氏
の
読
」
す
な
わ
ち
訓
読
を
い
さ
ぎ
よ
し

と
し
な
か
っ
た
。
先
生
が
、
学
問
を
学
ぶ
師
に
つ
い
て
相
談
す

る
と
、
〔
童
子
は
答
え
て
〕
「
ど
う
し
て
師
な
ぞ
必
要
で
あ
ろ
う

か
、
ど
う
し
て
も
と
い
う
な
ら
『
赤
城
』
の
先
生
で
あ
ろ
う

（

３

）

か
」
と
言
っ
た
。
そ
の
頃
、
私
は
い
ま
だ
赤
城
に
い
た
の
で
、

「
赤
城
」
と
は
私
を
言
っ
た
の
で
あ
る
。
か
く
て
私
の
も
と
へ

や
っ
て
来
た
。
私
は
、
〔
彼
を
〕
一
目
み
て
、
優
れ
た
才
能
の

持
ち
主
だ
と
識
っ
た
。
〔
彼
の
住
ま
い
と
〕
私
の
瞳
と
は
、
相

離
れ
て
お
り
、
幼
い
童
子
に
は
通
う
の
が
大
変
で
あ
っ
た
。

〔
そ
れ
で
も
〕
頻
繁
に
私
の
も
と
へ
来
る
の
で
、
太
宰
徳
夫
（
春

台
）
を
遣
わ
せ
、
そ
の
勉
強
を
柔
て
や
る
こ
と
と
し
た
。
徳
夫

は
「
華
音
」
に
よ
る
読
書
を
を
唱
え
て
い
た
の
で
、
童
子
は
ま

す
ま
す
も
く
も
く
と
勉
学
に
励
承
、
志
を
奮
い
起
こ
し
て
「
わ

れ
こ
そ
ば
か
の
中
華
の
人
で
あ
る
」
と
言
っ
た
。
い
く
ば
く
も

な
く
し
て
こ
の
た
び
の
命
令
が
く
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。

こ
の
日
先
生
は
酒
を
用
意
し
、
童
子
を
主
人
と
し
て
、
祝
宴

を
催
し
た
が
、
わ
が
弟
子
た
ち
も
こ
と
ご
と
く
集
ま
り
、
宴
た

け
な
わ
に
し
て
、
弟
子
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
〔
童
子
に
〕
言
葉
を

贈
っ
た
。

私
は
言
っ
た
Ｉ

《
騏
麟
・
鳳
凰
・
亀
・
龍
・
霊
芝
・
朱
草
は
王
者
の
瑞
祥
で

あ
る
。
〔
そ
れ
ら
は
〕
王
者
の
徳
が
盛
ん
に
な
っ
て
、
和
気
が

天
地
の
間
に
溢
れ
、
時
空
の
間
に
漂
い
、
〔
そ
の
和
気
〕
が
た

が
い
に
混
じ
り
合
い
、
醸
成
蒸
生
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
つ
ね

に
有
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
人
間
も
ま
た
然
り
だ
。
韓

（

４

）

信
・
彰
越
・
緯
侯
・
灌
嬰
（
と
い
っ
た
武
将
）
が
楚
漢
の
際
に

雲
の
ご
と
く
興
り
、
〔
漢
の
〕
文
帝
・
景
帝
の
際
に
買
誼
・
司

（

５

）

馬
遷
・
司
馬
相
如
・
枚
乗
・
厳
助
・
虞
丘
寿
王
（
と
い
っ
た
文

人
）
が
つ
ぎ
つ
ぎ
に
出
現
し
た
の
だ
が
、
こ
れ
は
む
し
ろ
そ
の

「
性
」
が
〔
普
通
の
人
々
と
〕
異
な
る
か
ら
そ
う
な
っ
た
、
と

い
う
よ
り
も
時
代
が
こ
れ
を
化
し
た
の
だ
。
わ
が
神
祖
は
国
内

を
平
定
し
、
戦
争
を
終
ら
せ
、
平
和
を
も
た
ら
し
た
の
だ
が
、

は
や
く
か
ら
林
羅
山
を
京
都
か
ら
招
き
、
〔
羅
山
は
〕
そ
の
恩
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沢
に
浴
し
、
学
問
を
完
成
さ
せ
、
つ
い
に
一
代
の
儒
宗
と
な
っ

た
。
し
か
し
、
こ
の
時
代
は
、
戦
国
の
余
習
が
完
全
に
は
除
去

さ
れ
て
お
ら
ず
、
従
っ
て
文
化
は
京
都
に
の
み
存
在
し
て
い
た

に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
こ
十
数
年
来
、
文
筆
の
士
が

さ
か
ん
に
東
都
に
お
い
て
輩
出
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
王
者
の

住
ま
い
す
る
東
都
が
教
化
の
淵
源
と
し
て
い
よ
い
よ
久
し
き
に

わ
た
り
、
ま
す
ま
す
盛
ん
に
な
っ
た
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。

か
く
て
、
聖
人
の
相
い
継
ぐ
の
は
、
百
年
も
の
久
し
き
に
わ
た

る
太
平
が
、
陶
冶
し
て
育
て
上
げ
た
結
果
だ
と
知
れ
る
の
で
あ

る
。
王
者
の
化
育
が
こ
こ
に
お
い
て
盛
ん
に
な
っ
た
の
で
あ
る

が
、
と
す
れ
ば
、
名
誉
あ
る
俊
才
は
、
騏
麟
・
鳳
凰
・
亀
・

龍
・
霊
芝
・
朱
草
の
人
間
に
お
け
る
も
の
な
の
だ
。

そ
も
そ
も
和
気
の
至
上
の
も
の
は
、
い
か
な
る
遠
方
に
も
届

き
、
い
か
な
る
暗
闇
を
も
貫
き
、
い
か
な
る
辺
境
の
村
々
を
も

窮
め
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
の
う
ち
に
到
達
す
る
の
で
あ
る
。
童
子

は
、
高
位
高
官
の
家
に
生
ま
れ
、
将
軍
と
も
近
く
、
は
や
く
か

ら
優
れ
た
文
章
を
学
び
、
よ
い
身
分
を
序
せ
ら
れ
る
、
栄
誉
こ

れ
よ
り
大
な
る
も
の
は
な
い
。
と
は
言
う
も
の
の
、
国
家
の
制

度
は
、
崇
高
に
し
て
雄
大
、
三
代
に
も
匹
敵
し
て
い
る
。
私
は

諸
侯
の
家
臣
の
末
席
に
つ
ら
な
り
、
〔
諸
侯
の
〕
官
職
の
移
動

を
聞
い
て
い
る
。
何
万
石
も
の
増
秩
、
大
夫
に
爵
せ
ら
れ
る
こ

と
、
そ
れ
は
毎
年
の
こ
と
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
〔
こ
の
よ
う

な
こ
と
は
〕
都
人
の
耳
目
に
は
普
通
の
こ
と
で
あ
り
、
と
く
に

騒
が
ず
、
あ
っ
さ
り
と
し
て
驚
か
な
い
。
と
こ
ろ
が
今
、
童
子

は
栄
誉
あ
る
地
位
に
つ
い
て
と
い
っ
て
も
、
わ
ず
か
に
「
博

士
」
と
い
う
卑
し
い
身
分
、
二
百
石
と
い
う
僅
か
な
石
高
で
し

か
な
い
。
そ
れ
な
の
に
驚
き
感
心
し
、
走
り
回
っ
て
や
ま
ず
、

た
が
い
に
口
々
に
伝
え
褒
め
讃
え
て
い
る
の
は
、
い
っ
た
い
い

か
な
る
理
由
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
お
そ
ら
く
、
歴
代
の
将

軍
の
聖
徳
が
ま
さ
に
輝
き
、
広
大
な
明
る
さ
が
日
々
に
上
り
、

つ
と
め
て
政
治
を
為
し
、
か
く
て
久
し
く
絶
え
て
い
た
典
礼
を

挙
行
し
、
時
代
の
風
俗
の
拘
束
を
打
破
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
国

内
の
民
に
、
将
軍
の
好
む
と
こ
ろ
が
学
問
で
あ
り
、
然
る
べ
き

時
に
発
令
さ
れ
た
条
例
に
よ
る
督
励
が
、
た
ん
な
る
装
飾
で
は

な
い
こ
と
を
は
っ
き
り
と
知
ら
し
め
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
そ
の

効
果
は
今
日
こ
の
よ
う
に
は
っ
き
り
と
現
れ
た
の
で
あ
る
が
、
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と
す
れ
ば
、
こ
れ
以
後
、
仁
を
行
う
と
い
う
評
判
は
信
頼
さ

れ
、
民
は
打
て
ば
響
く
よ
う
に
〔
そ
れ
に
〕
応
ず
る
。
〔
童
子

の
栄
誉
は
〕
ど
う
し
て
、
た
だ
童
子
一
人
の
栄
誉
で
あ
ろ
う

か
。
わ
れ
わ
れ
陪
臣
も
ま
た
、
「
斯
文
」
の
た
め
に
こ
れ
を
慶

ぶ
の
で
あ
る
。
か
の
童
子
は
、
遠
く
歴
代
（
の
将
軍
た
ち
）
の

化
育
、
近
く
は
今
日
の
抜
擢
の
恩
に
よ
っ
て
栄
誉
を
与
え
ら
れ

た
の
で
あ
る
。
〔
こ
の
栄
誉
に
答
え
て
〕
ま
す
ま
す
そ
の
徳
に

慾
め
、
林
羅
山
公
の
後
を
追
い
、
そ
の
日
の
た
め
に
国
家
に
役

立
つ
と
い
う
こ
と
こ
そ
が
、
こ
の
家
の
父
子
の
互
い
に
務
め
励

ま
し
あ
い
な
が
ら
思
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
先
生
が
そ
こ
に
い

る
の
だ
。
私
の
言
を
俟
つ
必
要
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
》

言
葉
が
終
わ
る
と
、
童
子
は
す
つ
く
と
立
ち
上
が
り
、
席
を

離
れ
言
っ
た
。

「
今
に
し
て
、
私
は
大
恩
の
私
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
知

っ
た
。
私
は
愚
か
で
は
あ
る
が
、
ま
す
ま
す
み
ず
か
ら
奮
起
し

て
上
の
恩
徳
の
心
に
答
え
る
方
法
を
考
え
て
い
き
た
い
」
。

請
わ
れ
て
、
書
き
与
え
た
。

〔

訳

注

〕

（
１
）
こ
の
文
章
は
本
文
に
あ
る
よ
う
に
享
保
甲
辰
、
す
な
わ

ち
九
（
一
七
二
四
）
年
、
秋
七
月
の
作
。
菅
童
子
、
姓
は
菅

原
、
族
は
山
田
。
名
は
正
朝
、
あ
る
い
は
弘
嗣
、
字
は
大

佐
。
号
は
麟
喚
、
ま
た
尚
古
堂
と
も
号
す
。
父
李
蔭
は
幕
府

の
医
員
。
正
徳
二
二
七
一
二
）
年
の
生
ま
れ
。
麟
喚
は
早

熟
な
天
才
と
し
て
著
名
、
年
十
三
に
し
て
本
文
に
あ
る
よ
う

な
栄
誉
を
得
た
。
後
、
暇
を
請
い
、
京
都
に
出
て
伊
藤
東
涯

の
門
に
入
る
も
、
父
の
疾
病
を
聞
き
、
東
帰
す
。
享
保
二
十

年
三
月
十
九
日
病
を
得
て
没
す
。
年
二
十
四
。
尚
古
堂
文

集
。
麟
喚
遺
稿
が
あ
る
。
な
お
、
こ
の
栄
誉
に
か
か
わ
っ
て

服
部
南
郭
に
「
贈
菅
神
童
序
」
（
南
郭
先
生
文
集
初
編
巻
七
）
、

太
宰
春
台
に
「
賀
山
田
神
童
登
仕
序
」
（
紫
芝
園
後
稿
巻
三
）

が
あ
る
。

（
２
）
「
学
則
」
（
享
保
一
二
年
刊
行
）
第
一
則
に
「
有
吉
備
氏

者
出
、
西
学
於
中
国
、
作
為
和
訓
以
教
国
人
。
亦
猶
易
乳
以

穀
、
虎
迺
於
菟
。
顛
倒
其
読
、
錯
而
綜
之
、
以
通
二
邦
之

志
。
」
と
あ
る
。
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（
３
）
祖
裸
が
赤
城
に
居
住
し
た
の
は
享
保
五
年
五
月
十
一
日

か
ら
享
保
九
年
六
、
七
月
の
交
ま
で
と
推
定
さ
れ
る
。

（
４
）
韓
信
・
彰
越
・
緯
侯
周
勃
・
灌
嬰
は
み
な
漢
の
高
祖
の

臣
下
。
そ
れ
ぞ
れ
史
記
に
伝
が
あ
る
。

（
５
）
冑
誼
・
司
馬
遷
・
司
馬
相
如
・
枚
乗
・
厳
助
・
虞
丘
寿

王
。
冑
誼
は
文
帝
期
の
文
人
。
司
馬
遷
・
司
馬
相
如
は
武
帝

期
の
文
人
。
枚
乗
は
景
帝
期
の
文
人
。
厳
助
・
虞
丘
寿
王
は

武
帝
期
の
文
人
。
い
ず
れ
も
漢
書
に
伝
が
あ
る
。

（

岡

本

）


